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【一般講演5】 第14席 吉田流諸本における主治病證の比較

兵庫 岩田 源太郎

始めに 我が国の鍼灸は、明代や朝鮮の影響を受け、織豊期頃から大きな変化を始める。その結果とし

て、多くの流派や多彩な鍼灸術が生まれた。だが、その実態は未だ明らかとは言い難い。諸流派の資料の

中には、独特の用語や穴名を用いる例も少なくない。そうした日本近世初期の鍼灸流派の研究の一環とし

て、演者は一昨年、昨年と続いて吉田流の独特の取穴についての検討してきたが、今回は更に、吉田流が

使用する独特の穴－「鍼穴」と呼ばれる穴の主治病證について、比較検討及び考察を行った。

検討方法 吉田流には幾つかの穴書があるが、その中でも、『是好巻』『極秘穴所取様之次第』に書かれ

ている主治病證の記述を対象として比較検討を行った。部位毎の区分、また穴の配列順序は、これまでの

検討と同様、『家秘鍼穴』基づき区分した。
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